
〈
資
料
紹
介
〉

　

志
水
文
庫
蔵
『
能
興
行

能
舞
台
一
巻
之
記
録
』
翻
刻
と
解
題

 

大　

山　

範　

子

　
　
　
　

一　

資
料
の
概
要

　

本
紀
要
第
十
三
号
に
お
い
て
、
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
の
志
水
文
庫

（
故
信
多
純
一
教
授
旧
蔵
書
）
に
含
ま
れ
る
能
楽
関
係
資
料
の
概
略
を
述
べ
、

未
紹
介
と
思
わ
れ
る
資
料
二
点
に
つ
い
て
記
し
、
う
ち
一
点
の
翻
字
（
部

分
）
を
掲
げ
た
。
今
回
は
、
そ
の
際
に
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
も
う
一
つ
の
史
料
に
つ
い
て
述
べ
る
。
今
春
予
定
し
て
い
た
現
地
調
査
も

叶
わ
ず
、
判
明
し
た
こ
と
は
わ
ず
か
だ
が
、
現
在
知
り
得
た
情
報
か
ら
わ
か

る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

本
資
料
「
能
興
行
并
能
舞
台
一
巻
之
記
録
」
は
、
志
水
文
庫
の
能
楽
資
料

で
唯
一
史
料
（
五
―
２
―
５
）
に
分
類
さ
れ
る
。
内
容
は
、
天
保
か
ら
弘
化

年
間
を
主
と
し
た
熊
本
・
宇
土
の
三
宮
社
の
仮
設
能
舞
台
設
立
に
係
わ
る
記

録
で
、
同
社
神
主
の
吉
見
佐
渡
守
（
の
ち
能
登
守
）
宛
あ
る
い
は
吉
見
筆
の

文
書
類
（
「
口
上
覚
」
二
種
・
「
能
舞
台
建
立
一
巻
之
事
」
・
「
奉
願
覚
」

ほ
か
）
の
控
え
の
ほ
か
、
舞
台
完
成
後
の
雑
録
か
ら
成
る
。

　

こ
の
三
宮
社
は
宇
土
の
地
で
産
土
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
春
日
・

住
吉
の
両
大
明
神
と
八
幡
大
明
神
を
祭
神
と
す
る
旧
郷
社
で
、
『
国
郡
一
統

志
（
神
社
篇
）（

注
１
）』

に
は
「
神
官
社
役
人
三
十
六
人
、
祭
祀
田
若
干
地
、
一
歳

祭
祀
廿
五
度
、
九
月
十
九
日
者
遷
神
輿
于
轟
水
上
、
供
奉
十
二
人
、
随
兵
百

廿
人
、
有
流
鏑
馬
、
相
撲
等
也
」
と
み
え
る
。
前
号
に
も
記
し
た
通
り
、
同

社
の
秋
季
大
祭
で
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
近
世
の
史
料
（
「
三
宮
社

記
録（

注
２
）」

、
詳
し
く
は
後
述
）
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
祭
礼
行
列
の
一
環
と
し

て
で
あ
り
、
本
資
料
に
み
る
よ
う
な
か
た
ち
で
の
能
奉
納
で
は
な
い

（
注
３
）。

　

三
宮
社
は
明
治
四
年
に
「
西
岡
神
宮
」
と
改
称
す
る
が
、
近
代
以
降
に
も

同
様
に
奉
納
行
列
の
一
部
と
し
て
能
が
奉
納
さ
れ
た
事
例
が
明
治
三
十
年
の

新
聞
記
事
で
一
例
だ
け
確
認
で
き
る（

注
４
）。

こ
の
後
は
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
昭
和
期
に
、
神
事
の
御
幸
式
以
外
の
か
た

ち
で
の
演
能
も
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
十
月
十
九
日
の

秋
季
大
祭
は
今
も
続
い
て
い
る
が
、
現
在
は
能
（
謡
や
囃
子
）
の
奉
納
は
行

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

宇
土
の
ま
ち
は
、
小
西
行
長
の
宇
土
城
築
城
に
よ
っ
て
町
の
基
礎
が
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。
小
西
行
長
は
、
城
下
に
武
家
屋
敷
・
町
屋
敷
な
ど
を
整
備

し
、
南
北
の
幹
線
と
東
西
に
横
丁
を
配
し
て
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
町
並
み
を

作
っ
た
。
併
せ
て
主
河
川
（
船
場
川
）
の
流
れ
を
変
え
て
外
堀
と
運
河
と
す

る
大
事
業
も
行
っ
て
い
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
以
後
、

宇
土
も
含
め
肥
後
は
加
藤
清
正
領
と
な
り
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
は

細
川
氏
領
と
な
っ
た
。
宇
土
藩
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
細
川
行
孝
に

三
万
石
が
与
え
ら
れ
て
成
立
、
明
治
初
年
ま
で
続
い
た
。
本
史
料
に
記
さ
れ
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た
の
は
、
宇
土
細
川
氏
十
代
藩
主
の
細
川
立
則
か
ら
最
後
の
藩
主
行
真
の
時

代
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

二　

翻
刻
と
解
題

〔
書
誌
〕

「
能
興
行
并
能
舞
台
一
巻
之
記
録
」
写
本
一
冊　

　

（
請
求
番
号
五
―
２
―
５
―
279
） 

　
　

外
題
「
能
興
行
并
／
能
舞
台
一
巻
之
／
記
録
」　

　
　

版
型　

大
本
（
二
五
・
四
×
一
九
・
二
糎
）　

袋
綴　
　

　
　

表
紙　

共
表
紙　

　
　

丁
数　

六

（表　　紙）

（初丁・表）（５丁・表）
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〔
凡
例
〕

底
本
を
忠
実
に
翻
印
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
宜
を
考
慮
し
、

以
下
の
方
針
に
従
っ
た
。

１
．
漢
字
と
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
改
行
は
底
本
通
り
と
し

た
。
漢
字
の
異
体
字
や
旧
字
体
も
基
本
的
に
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

２
．
変
体
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
明
ら
か
な
カ
タ
カ
ナ
表
記

は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

３
．
傍
記
や
細
字
挿
入
記
事
は
、
可
能
な
限
り
底
本
通
り
に
配
置
し
た
。

４
．
丁
付
を 

」
１
オ
の
ご
と
く
付
し
た
。
細
字
は
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
に

ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
、
行
割
細
字
は
、[　

／　

]

で
示
し
た
。
ミ
セ
ケ
チ
は

傍
線
を
施
し
て
訂
正
後
の
形
を
採
用
し
、
（　

）
内
に
訂
正
前
の
語
を
注
記

し
た
。

５
．
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
写
し
に
仮
番
号
（
丸
付
数
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）

を
付
し
た
。

〔
翻
刻
〕

「
能
興
行
并
／
能
舞
臺
一
巻
之
／
記
録
」

①　

「
口
上
覚
」

ａ　

来
ル
十
九
日
御
祭
禮
之
節
宇
土
町
ゟ
謡
囃
子

奉
納
之
儀
奉
願
候
ニ
付　

私
ゟ
茂
病
災
除
万
民

為
安
全
同
様
之
願
書
差
出
申
候
處
願
之
通

奉
納
御
免
被　

仰
付
御
祭
礼
賑
々
敷　

御
感
應

も
可
有
御
座
難
有
奉
存
候　

興
行
之
場
所
者

去
年
之
通
富
場
拝
借
奉
願
候
由
之
處
是
又

願
之
通
御
貸
渡
被
仰
付
候
ニ
付
後
事
手
数

者
町
方
ゟ
取
計
申
候
得
共
微
力
之
町
方

諸
雑
費
等
届
兼
候
儀
御
座
候
由
ニ
付
私
ゟ

助
力
茂
仕
度
心
底
ニ
御
座
候
へ
と
も
近
年
産
土　
　
　

」
１
オ

之
向
々
ゟ
奉
納
茂
乏
敷
存
甚
届
兼
當
惑
仕
候
間

御
家
中
衆
ゟ
去
年
之
通
御
奉
納
之
儀
御
席
々

ゟ
御
出
調
被
下
可
候
ハ
ゝ
前
段
衣
裳
囃
子
快
興

行
仕
各
別

御
武
運
長
久
之
御
祈
祷
ニ
も
相
成
可
申
候　

恐
悦

千
万
ニ
御
座
候　

尤
去
年
之
儀
ハ
初
而
之
儀
ニ
付
万
端

之
手
数
も
届
か
ね
候
由
ニ
御
座
候
へ
共
當
年
ハ

御
作
事
方
ゟ
竹
木
等
拝
借
仕
御
家
中
桟

敷
も
ざ
つ
と
取
し
つ
ら
ひ
可
申
（
候
）
場
所
柄
狭
ク

御
座
候
ニ
付　

御
目
見
以
上
之
御
方
々
迄
ハ
桟
敷

よ
り
御
見
物
ニ
相
成
候
様　

町
方
ゟ
取
計
可
申
由
ニ　

」
１
ウ

御
座
候　

偖
而
右
御
奉
納
之
儀
重
畳
宜
様
被
仰

談
可
候
候
奉
願
候　

以
上

　
　

天
保
六
年　

　
　
　

九
月
何
日　
　
　
　
　
　
　
　

吉
見
佐
渡
守

　
　
　
　

宇
土
役
所
當
り

ｂ　

御
祭
禮
謡
囃
子
奉
納
ニ
付　

御
役
間
〳
〵
よ
り

神
納
之
儀
五
穀
成
就
万
民
快
楽
富
繁
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昌
ニ
付　

奉
納
ニ
相
成
申
候
間　

御
祭
禮
之
節

御
祈
念
之
た
め
御
神
酒
且
少
々
之
御

供
物
御
備
ニ
相
成
申
候
間　

明
後
廿
日
御
備
共　
　
　
　
　
　

」
２
オ

少
々
宇
土
方
御
代
官
方
迄
御
指
廻
ニ
相
成
候
様

左
候
得
者
御
役
間
〳
〵
一
統
頂
戴
仕
候
筈
ニ
御
座
候

依
之
宇
土
方
一
ヶ
所
分
五
拾
匁
御
元
江
差
廻
り

申
候
段
候
可
及
御
懸
合
旨
ニ
御
座
候　

以
来
共

右
之
通
御
心
得
ニ
相
成
候
様
奉
存
候　

以
上

　

天
保
十
一
年
子
ノ

　
　

九
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
中

　
　
　

吉
見
佐
渡
守
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
ウ

②
「
能
舞
臺
建
立
一
巻
之
事
」

御
社
御
祭
禮
御
當
日
謡
囃
子
奉
納
之
儀
去
ル
天

保
五
午
年
ゟ
奉
願
候
處　

願
之
通
被　

仰
付
候
ニ
付
去

年
迄
十
一
ヶ
年
奉
納
仕
来
申
候
処　

當
年
者

願
継
年
限
ニ
付　

猶
又
已
前
之
通
三
ヶ
年
奉
願

候
処　

願
之
通
當
巳
ノ
年
ゟ
来
ル
未
年
迄
御
免

被　

仰
付
候
ニ
付　

當
年
茂
奉
納
仕
申
候　

然
ル
処
當

時
迄
之
儀
者

御
社
前
富
場
拝
借
ニ
而
興
行
仕
来
申
候
得
共
毎

度
惣
札
入
之
銅
箱
揚
卸
仕
候
得
者　

箱
も
年
々

損
迷
惑
之
段
候　

富
元
中
ゟ
噂
有
之　

且
又
右
之　
　
　
　

」
３
オ

手
数
仕
ル
ニ
付
而
者
雑
費
も
多
く
御
座
候
間

御
社
内
石
垣
外
東
北
之
地
面
を
撫
シ
御
當
日
迄

仮
舞
臺
を
建
来
年
ゟ
奉
納
仕
度
奉
存
候

尤
御
祭
礼
（
後
）
者
年
之
取
崩
相
片
付
可
申
候

左
候
得
者
富
場
ニ
而
奉
納
仕
候
ゟ
は
雑
費
も

薄
ク
御
境
内
と
申
旁
弁
利
宜
御
座
候
間

思
召
茂
無
之
御
座
候
ハ
ゝ
何
卒
宜
敷
御
願
置
被
下

候
之
様
奉
願
候　

此
段
覚
書
を
以
申
上
候
以
上

　
　

弘
化
二
年
十
月　
　
　
　
　

願
主
宇
土
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

莨
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
平　

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍛
冶
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
三
郎
○　
　
　

」
３
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
は
こ
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
徳
次
郎
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
田
徳
四
郎
○

　
　
　
　
　

吉
見
能
登
守
殿

86



③　

「
奉
願
覚
」

三
宮
社
御
祭
禮
當
日
迄
去
ル
午
年
ゟ
謡

囃
子
奉
納
御
免
被　

仰
付
去
巳
年
迄
年

之
興
行
仕
来
申
候
處
去
冬
右
願
主
共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
オ

ゟ
別
紙
書
面
之
通
奉
願
度
段
頼
出
申
候

右
者
為

御
国
家
御
安
全
五
穀
成
就
旁
経
営

仕
候
儀
ニ
付
相
成
茂
願
主
共
同
意
之
儀
ニ
御

座
候
間　

何
卒
別
紙
奉
願
候
通
御
免

被　

仰
付
被
下
候
様
重
畳
奉
願
候
此
段
口
上

之
覚
書
を
以
奉
願
上
候
以
上

　

弘
化
三
年
午
二
月　
　

宇
土
郡
馬
場
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宮
社
神
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
見
能
登
守　

○　
　
　
　

」
４
ウ

杦
浦
津
直
殿　
　

④ａ　

棟
板
表
書
者

                                  

吐
普
加
美
依
身
多
咩  

宇
土
石
瀬
町
住　
　
　

敬

奉
齋
祀
天
四
柱
尊　
　

萬
代
永
盛
棟　

巧
匠　

山
田
清
十
郎
毎
光

                           

祓
玉
伊
清
目
出
賜                            

白

ｂ　

裏
書
者　

弘
化
三
丙
午
年

      

御
国
家
安
全
御
武
運
長
久   

神
主

三
宮
社
御
能
舞
台
造
営　
　

従
五
位
下
能
登
守
藤
原
朝
臣
豊
秋
代

        

為
五
穀
成
就
四
民
快
楽

　
　
　
　
　

十
月　

吉
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
５
オ

　
　

願
主　

莨
屋
長
平
次　
　
　

大
工
中

　
　
　
　
　

鍛
屋
卯
三
郎　
　
　
　
　
　

城
神
山　
　
　

辰
右
衛
門

　
　
　
　
　

樽
屋
庄
兵
衛　
　
　
　
　
　

馬
場
村　
　
　

順
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

源
十

　

町
別
當　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
崎
村　
　
　

喜
八

　
　

澤
田
善
次
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
土
本
三　
　

幸
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
尻
大
渡
町　

源
次
郎

　
　

世
話
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

貞
八

　
　
　
　

藤
本
徳
次
郎　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

為
八

　
　
　
　

伊
勢
田
徳
四
郎　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

和
太
郎

　
　
　
　

莨
屋
嘉
平　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

増
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

壽
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
無
田
村　
　

壽
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
艸
大
矢
野　

辰
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

金
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

貞
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

力
蔵
」
５
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

鉄
次
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木
挽
中                        

石
工

　
　

椿
原
村　
　

榮
七                

廻
江
村　
　
　

市
助

　
　

同　
　
　
　

甚
十                

宮
庄
村　
　
　

勝
右
衛
門

　
　

同　
　
　
　

惣
右
衛
門   

左
官

      
恵
理
村　
　

貞
八                

新
三　
　
　
　

嘉
平
次

      
飯
塚
村　
　

西
右
衛
門          

同　
　
　
　
　

久
吉

　
　

靏
見
塚
村　

榮
作         

日
雇
頭    

                                           

新
三　
　
　
　

喜
助

⑤　

右
之
通
成
就
致
十
月
何
日
ヨ
リ
二
日
舞
臺
開
と
し
て

本
座
能
師
参
り
二
日
興
行
い
た
し
初
日
ハ
翁
付

ニ
而
本
装
束
也　

二
日
目
一
日
ハ
能
師
共
ゟ
奉
納
い
た
し

此
以
後
年
々
御
祭
日
ニ
興
行
有
来
候
處
文
久
四
子
九

月
御
祭
礼
ニ
ハ
小
倉
出
陣
騒
動
ニ
付
興
行
止
申
候　

丑
九
月　

」
６
オ

迄
ハ
右
之
次
第
ニ
付
興
行
無　

然
處
右
舞
臺
端
懸
リ

慶
應
二
子
二
月
十
五
日
ニ
捌
レ
言
語
道
断
之
様
子
ニ
付

直
ニ
町
別
當
丁
頭
中
へ
相
知
ら
せ
候
處　

翌
日
見
分
ニ

参
り
四
五
日
之
内
ニ
舞
臺
も
解
方
ニ
而
跡
再
建

な
し　

残
念
之
事
共
也

⑥　

慶
應
三
卯
十
一
月
六
日
富
場
於
舞
臺
能
興
行
致
し
候

熊
本
新
座
役
者
参
り
當
町
之
者
共
稽
古
い
た
し
候
而

相
勤
申
候　

然
處
雷
打
雨
ニ
而
言
語
道
断
之
仕
儀
ニ
御
座
候
処

八
ツ
此
ゟ
止
候
ニ
付
夜
ニ
懸
興
行
致
し
候

〔
解
説
〕

　

本
資
料
は
、
宇
土
三
宮
社
秋
季
大
祭
時
に
謡
・
囃
子
を
奉
納
す
る
た
め
の

願
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
舞
台
設
立
に
係
わ
る
願
書
二
種
、
弘
化
三
年
に
完

成
し
た
舞
台
の
棟
札
の
表
書
・
裏
書
と
文
書
類
の
控
え
が
続
く
。
末
尾
に
は

舞
台
披
き
の
様
子
や
慶
応
二
年
に
解
体
さ
れ
た
顛
末
と
そ
の
後
が
略
記
さ
れ

て
い
る
。

　

内
容
を
順
に
次
の
よ
う
に
分
け
て
番
号
を
付
け
、
解
説
を
付
す
。

①
「
口
上
覚
」
二
通
（
ａ
吉
見
よ
り
宇
土
役
所
宛
・
ｂ
代
官
よ
り
吉
見
宛
）
、

②
「
能
舞
台
建
立
一
巻
之
事
」
、
③
「
奉
願
覚
」
（
吉
見
よ
り
杉
浦
宛
）
、

④
棟
板
表
書
（
ａ
）
・
裏
書
（
ｂ
）
、
⑤
雑
記
１
（
舞
台
披
か
ら
解
体
ま

で
）
、
⑥
雑
記
２
（
そ
の
後
の
様
子
）

①
「
口
上
覚
」

ａ
〔
天
保
六
年
九
月
吉
見
佐
渡
守
よ
り
宇
土
役
所
宛
〕

　

天
保
六
年
、
三
宮
社
神
主
の
吉
見
佐
渡
守
よ
り
宇
土
役
所
宛
の
文
書
控
え
。

秋
の
大
祭
に
関
し
て
、
町
方
か
ら
今
年
も
神
社
の
富
場
を
借
り
て
謡
囃
子
を

奉
納
し
た
い
と
の
願
出
に
許
可
の
出
た
こ
と
を
報
告
旁
礼
を
述
べ
た
上
で
、

諸
雑
費
の
手
当
が
充
分
で
は
な
い
の
で
家
中
に
も
奉
納
を
依
頼
す
る
。
ま
た
、

桟
敷
（
行
列
見
物
の
た
め
の
も
の
か
）
は
昨
年
よ
り
も
よ
い
も
の
が
準
備
で

き
そ
う
な
様
子
だ
が
、
広
く
は
な
い
の
で
着
座
は
お
目
見
え
以
上
の
身
分
に

限
定
の
旨
を
願
い
出
る
。
吉
見
は
代
々
神
主
を
務
め
た
家
で
、
当
時
は
（
藤

原
）
豊
秋
。
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①
ｂ
〔
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
九
月
十
八
日
、
代
官
よ
り
吉
見
佐
渡
守

あ
て
〕

　

天
保
十
一
年
、
秋
の
祭
礼
前
日
に
諸
代
官
か
ら
神
主
の
吉
見
に
宛
て
て
、

各
種
の
御
供
を
届
け
る
旨
の
書
状
控
え
。

②
「
能
舞
台
建
立
一
巻
之
事
」

　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
町
方
よ
り
三
宮
社
神
主
の
吉
見
あ
て
、
謡

囃
子
奉
納
の
た
め
の
能
舞
台
を
作
り
た
い
と
の
申
し
出
書
。
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
以
来
、
去
年
（
弘
化
元
年
）
ま
で
十
一
年
間
謡
囃
子
を
奉
納

し
て
き
た
が
、
今
年
は
三
年
ご
と
の
奉
納
許
可
願
出
の
更
新
年
に
あ
た
る
。

本
来
な
ら
ば
こ
れ
ま
で
同
様
に
ま
た
三
年
間
の
申
請
を
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、

今
年
は
仮
舞
台
を
建
設
し
、
来
年
か
ら
は
そ
こ
で
奉
納
を
し
た
い
と
す
る
。

従
来
は
富
場
を
借
り
て
い
た
が
、
準
備
に
手
間
も
費
用
も
か
か
る
上
、
毎
回

移
動
さ
せ
る
惣
札
入
れ
の
銅
箱
も
年
々
傷
む
の
で
苦
情
が
出
て
い
る
と
い
う
。

仮
設
の
舞
台
を
作
り
そ
こ
で
上
演
を
す
れ
ば
費
用
も
少
な
く
て
済
む
と
詳
細

な
事
情
を
述
べ
、
願
い
出
る
。
差
出
人
は
町
方
五
人
の
連
名
に
な
っ
て
い
る
。

③
「
奉
願
覚
」

　

三
宮
社
神
主
の
吉
見
か
ら
宇
土
郡
代
へ
の
願
書
。
「
杦
浦
津
直
」
は
弘
化

二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
か
ら
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
二
十
八
日
ま

で
宇
土
郡
代
を
務
め
た
人
物（

注
５
）。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
か
ら
昨
年
弘
化

二
年
（
一
八
四
五
）
ま
で
、
三
宮
社
祭
礼
に
謡
囃
子
を
奉
納
し
て
き
た
町
方

の
者
た
ち
か
ら
、
昨
年
冬
に
仮
設
の
能
舞
台
を
作
り
た
い
と
の
願
い
出
の

あ
っ
た
旨
を
記
す
。
彼
ら
の
願
書
を
上
申
す
る
に
際
し
て
の
添
え
状
ら
し
い
。

④
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
秋
に
完
成
し
た
「
三
宮
社
御
能
舞
台
」
の
棟

板
の
表
書
き
と
裏
書
き
。
大
工
の
棟
梁
は
、
山
田
清
十
郎
毎
光
、
施
主
代
理

は
三
宮
社
神
主
の
藤
原
豊
秋
（
吉
見
）
。
願
主
と
世
話
人
は
、
別
当
と
、
先

の
②
に
名
の
あ
る
五
名
に
願
主
一
名
が
加
わ
っ
て
い
る
。

⑤
雑
記
１
（
舞
台
披
か
ら
解
体
ま
で
）

　

舞
台
完
成
の
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月
の
舞
台
披
は
、
「
本
座
」
の

能
楽
師
が
来
て
二
日
間
の
興
行
が
あ
っ
た
と
い
う
。
初
日
は
「
翁
付
」
で

装
束
を
着
け
た
本
格
的
な
能
が
演
じ
ら
れ
た
。
二
日
目
は
能
楽
師
た
ち
に

よ
る
奉
納
が
あ
り
、
以
後
、
何
年
間
か
は
大
祭
の
時
に
興
行
が
行
わ
れ
た

が
、
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
九
月
は
「
小
倉
出
陣
騒
動
」
す
な
わ
ち
第
一

次
長
州
征
伐
の
た
め
中
止
、
翌
年
も
同
様
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
慶
應
二
年

（
一
八
六
六
）
二
月
十
五
日
に
舞
台
の
橋
掛
か
り
が
破
損
し
た
の
で
町
方
の

責
任
者
に
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
検
分
に
来
て
、
四
、
五
日
う
ち
に
解
体
し
て

し
ま
い
、
以
後
は
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

「
本
座
」
は
代
々
友
枝
家
（
現
・
喜
多
流
）
が
大
夫
を
つ
と
め
て
い
る
。

弘
化
三
年
の
舞
台
披
時
に
参
勤
し
た
「
本
座
能
師
」
は
《
翁
》
も
演
じ
て
い

る
の
で
、
当
主
の
本
座
大
夫
で
あ
っ
た
友
枝
源
重
で
あ
ろ
う
か（

注
６
）。

「
本
座
」

は
後
掲
の
「
新
座
」
と
と
も
に
熊
本
に
古
く
か
ら
存
在
し
た
猿
楽
座
で
、
両

座
と
も
祇
園
社
（
北
岡
神
社
）
の
六
月
の
祭
礼
に
「
翁
」
付
き
の
神
事
能
を

つ
と
め
（
新
座
は
藤
崎
八
旛
宮
の
八
月
の
祭
礼
に
も
参
勤
）
、
細
川
氏
か
ら

も
保
護
を
受
け
、
お
抱
え
能
楽
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

⑥
雑
記
２
（
そ
の
後
の
動
向
）

　

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
六
日
、
富
場
の
舞
台
（
仮
設
か
）
で
能
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興
行
が
あ
り
、
熊
本
か
ら
新
座
の
役
者
が
来
た
と
す
る
。
こ
の
町
の
者
も
稽

古
し
て
つ
と
め
た
と
い
う
の
は
謡
・
仕
舞
か
。
あ
い
に
く
こ
の
時
は
ひ
ど
い

雷
雨
の
た
め
中
断
、
八
つ
時
頃
に
雨
が
上
が
っ
た
の
で
、
夜
に
か
け
て
興
行

を
し
た
と
い
う
。

　

「
新
座
」
は
前
述
。
大
夫
は
櫻
間
家
（
現
・
金
春
流
）
が
つ
と
め
て
お
り
、

当
時
の
当
主
は
明
治
の
三
名
人
に
数
え
ら
れ
る
櫻
間
伴
馬
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
伴
馬
は
安
政
三
年
か
ら
修
行
の
た
め
に
二
度
出
府
し
て
い
る
が
、
文

久
元
年
（
一
八
六
一
）
帰
国
、
こ
の
折
は
熊
本
在
住
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

三　

「
三
宮
社
」
九
月
十
九
日
祭
礼
の
能
に
つ
い
て

　

本
資
料
と
直
接
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
三

宮
社
の
秋
季
大
祭
に
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
回

の
資
料
か
ら
窺
わ
れ
る
か
た
ち
の
奉
納
と
は
異
な
る
が
、
未
紹
介
の
事
例
な

の
で
、
前
掲
の
「
三
宮
社
記
録
」
か
ら
わ
か
る
限
り
の
こ
と
を
あ
げ
て
お
く
。

　

同
書
に
よ
る
と
、
三
宮
大
明
神
之
元
本
（
写
）
の
冒
頭
に
「
一
歳
有

二
十
五
度
之
祭
礼
〔
式
日
別
／
註
之
〕
就
中
九
月
十
九
日
祭
礼
者
三
社
の
神

輿
有
行
幸
於
轟
之
水
上
而
供
奉
之
庄
官
十
二
人
随
兵
百
二
十
人
能
七
番
流
鏑

馬
九
度
相
撲
十
二
番
御
供
百
二
十
膳
其
外
祭
祀
礼
数
箇
条
有
執
行
矣
」
と
そ

の
様
子
が
記
さ
れ
る
。
月
ご
と
に
祭
礼
日
を
列
挙
し
た
箇
所
に
も
「
九
月

十
九
日　

能
／
流
鏑
馬
／
相
撲
／
御
幸
有
」
と
あ
り
、
能
を
含
め
た
芸
能
が

あ
る
時
期
ま
で
は
奉
納
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
「
九
月
十
九
日
祭

礼
之
式
」
の
日
程
詳
細
に
続
き
、
当
日
の
「
行
幸
の
次
第
」
が
図
示
さ
れ

る
。
先
頭
は
神
事
奉
行
二
人
（
左
右
両
人
騎
馬
、
＊
括
弧
内
は
小
字
も
し
く
は
割

注
）
、
一
番
は
「
猿
田
彦
神
面
」
（
六
体
／
浄
衣
烏
帽
子
）
、
次
は
「
榊
」

（
浄
衣
烏
帽
子
）
と
続
き
、
二
十
四
番
目
の
「
鉾
傘
」
（
「
街
中
ヨ
リ
出
ス

左
右
ニ
行
／
左
右
長
柄
」
）
の
次
が
「
能
之
山
」
で
、
そ
の
後
に
続
く
「
供

奉
衆
人
」
で
行
列
は
終
わ
る
。
能
の
部
分
に
は
次
の
よ
う
な
長
い
割
注
が
付

さ
れ
て
い
る
。

　

「
車
ニ
山
ヲ
飾
リ
城
ノ
大
門
ヨ
リ
朝
六
ツ
時
引
出
シ
轟
（
＊
地
名
、
こ
こ
に

仮
殿
が
設
け
ら
れ
る
）
マ
テ
引
出
ス　

社
前
ニ
テ
翁
ヲ
ワ
タ
シ
轟
ニ
テ
ワ
キ
キ

リ
共
ニ
五
番
也　

但
社
前
ニ
テ
御
幸
（
＊
神
幸
行
列
の
こ
と
ヵ
）
ノ
時
ヲ
待
ツ
也

　

山
ハ
キ
ル
モ
ノ
八
長
ニ
カ
ザ
ル　

能
ハ
一
年
ハ
引
立
ノ
能
ヲ
城
ヨ
リ
始
レ

レ
バ
次
の
年
ハ
馬
場
ヨ
リ
始
ム
」
。

　

続
い
て
行
列
の
仕
様
が
図
示
さ
れ
て
お
り
、
「
能
ノ
山
」
を
含
む
部
分
に

は
ま
た
詳
細
な
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
図
の
右
横
に
は
「
能
ノ
次
第
車

ニ
山
ヲ
飾
リ
城
ノ
大
門
ヨ
リ
朝
六
ツ
時
引
出
シ
社
前
ニ
居
御
幸
ヲ
待
、
御
幸

ノ
跡
ヨ
リ
轟
マ
テ
引
、
宮
前
ニ
テ
翁
ワ
キ
、
轟
ニ
テ
三
番
ノ
能
有
」
さ
ら
に

図
の
「
能
ノ
山
」
の
真
下
に
は
小
字
で
「
山
ヲ
飾
リ
其
中
ニ
テ
能
有
、
社
前

ニ
テ
翁
、
轟
ニ
テ
能
三
番
、
桟
敷
前
ニ
テ
一
番
社
前
ニ
テ
キ
リ
」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
神
事
の
行
列
に
「
山
」
と
と
も
に
能
の
役
者
も
加
わ
っ

て
お
り
、
神
前
や
轟
屋
敷
な
ど
で
舞
台
を
演
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
神

前
で
翁
と
脇
能
・
轟
で
三
番
、
の
ほ
か
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
は
、
桟
敷
前

で
乞
わ
れ
て
演
じ
る
た
め
か
。
）

　

続
い
て
「
於
轟
之
假
屋
能
三
番
興
行　

御
供
三
膳　

神
酒　

神
楽
六
座
／

右
還
幸
之
次
第
行
列
同
之
」
と
あ
り
、
還
御
の
後
、
祝
詞
・
神
楽
が
が
行
わ

れ
、
城
主
が
参
詣
し
て
流
鏑
馬
（
九
度
）
、
相
撲
（
十
二
番
）
が
行
わ
れ
る

と
す
る
。
以
下
、
祭
礼
に
係
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
が
記
さ
れ
る
が
、
十
九
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日
に
領
主
の
名
代
が
社
参
の
場
合
、
祝
詞
や
神
楽
、
祓
い
や
祈
祷
な
ど
の
後
、

獅
子
舞
、
流
鏑
馬
、
相
撲
が
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
「
三
宮
社
記
録
」
は

さ
ま
ざ
ま
な
時
期
の
寄
書
き
で
、
元
禄
五
年
の
書
上
の
覚
に
は
「
能
七
番
」

と
あ
る
と
す
る
記
事
も
見
え
る
。
詳
細
な
検
討
を
要
し
よ
う
。

　

ま
た
同
書
所
収
の
所
蔵
品
目
録
中
に
は
、
室
町
期
の
も
の
と
伝
え
る
「
翁

三
番
之
面
」
二
面
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
翁
面
は
現
存
し
（
同
社
歴
史
資

料
館
蔵
、
嘉
永
五
年
・
吉
見
能
登
守
に
よ
る
箱
書
あ
り
）
、
同
神
宮
に
は
能

番
組
も
一
通
（
包
紙
の
み
閲
覧
、
内
容
未
見
）
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

同
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
同
社
所
蔵
文
書
十
点
中
に
、
慶
応
四
年
六
月

写
の
「
西
岡
神
宮
他
祭
神
及
由
緒
記
／
吉
見
飛
騨
守
」
（
番
号
３
、
袋
綴
冊

子
）
、
「
三
宮
社
寄
附
記
録
」
（
番
号
８
、
袋
綴
冊
子
）
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
が
、
未
調
査
で
あ
る
。
先
の
記
録
原
本
と
併
せ
て
、
あ
ら
た
め
て
調
査

を
行
い
た
い
。

　　
　
　

四
（
附
）　

志
水
文
庫
蔵「
新
流
／
新
能
組
」と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

前
号
紀
要
で
紹
介
し
た
「
新
流
／
新
能
組
」
は
、
前
半
が
嘉
永
七
年
の
ペ

リ
ー
再
来
日
か
ら
安
政
の
大
獄
ま
で
を
揶
揄
し
た
一
種
の
「
風
説
留
」
、
後

半
が
安
政
五
年
七
月
の
町
触
の
写
し
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
今
回
の
史
料

は
、
前
掲
資
料
と
同
包
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
宇
土
藩
第
十
代
藩
主
の
細
川
立
則
（
天
保

三
年
〔
一
八
三
二
〕
〜
明
治
二
十
一
年
〔
一
八
八
八
〕
）
が
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
に
伴
っ
て
浦
賀
出
陣
の
幕
命
を
受
け
、
さ
ら

に
翌
七
年
か
ら
文
久
三
年
ま
で
相
州
御
備
場
請
持
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
立
則
は
、
嘉
永
四
年
五
月
父
の
病
気
隠
居
に
よ
り
跡
を
継
い
で
同
年

十
二
月
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任
、
以
後
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
に
、

弟
の
行
真
（
養
子
）
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
し
て
い
る
。
（
宇
土
藩
は
そ
の

後
、
元
治
元
年
〔
一
八
六
四
〕
・
慶
応
二
年
〔
一
八
六
六
〕
に
長
州
征
伐
を

命
ぜ
ら
れ
、
本
藩
と
と
も
に
行
動
し
て
い
る
。
）

　

も
っ
と
も
、
浦
賀
御
備
場
に
出
陣
を
要
請
さ
れ
た
の
は
宇
土
藩
ば
か
り
で

な
く
、
本
藩
が
中
心
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
「
新
能
組
」
も
本
資
料
も
と
も

に
、
熊
本
藩
の
関
係
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
仮
に
考
え
て
も
大
き
な

矛
盾
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
注
１
）
上
米
良
純
臣
編
『
江
戸
時
代
に
於
け
る
肥
後
國
神
社
大
観
』
（
一
九
六
五

年
）
に
拠
る
。

（
注
２
）
「
三
宮
社
記
録
」
は
西
岡
神
宮
所
蔵
文
書
の
う
ち
の
一
点
（
番
号
２
）
で
、

近
世
の
資
料
を
昭
和
期
に
書
写
し
た
も
の
（
書
写
奥
書
は
「
昭
和
三
十
五
戊
戌
年
三

月
吉
日
／
據
三
宮
社
記
録
謹
写
之
／
宇
土
市
船
場
居
住
人
／
宮
本
昌
恭
」
）
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
中
の
本
文
引
用
は
、
宇
土
市
教
育
委
員
会
編
『
宇
土
市
歴
史
民
俗
調
査

報
告
書
第
三
集　

宇
土
細
川
氏
藩
政
関
係
歴
史
史
料
調
査
報
告
書(

三
）
』
（
宇
土
市

教
育
委
員
会
、
平
成
三
年
）
所
収
の
本
文
（
影
印
）
に
拠
る
。

（
注
３
）
「
三
宮
社
記
録
」
お
よ
び
後
掲
の
近
代
の
演
能
記
録
や
宇
土
市
の
事
情
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
宇
土
市
教
育
委
員
会
文
化
課
技
師
（
学
芸
員
）
大
浪
和
弥
氏
の

ご
教
示
に
よ
る
。

（
注
４
）
以
下
、
近
代
以
降
の
記
事
を
あ
げ
る
。

・
明
治
三
十
年
十
月
二
十
付
『
九
州
日
日
新
聞
』

　

一
面
の
記
事
。
「
西
岡
神
宮
祭
典
は
十
三
日
よ
り
十
五
日
ま
で
三
日
間
執
行
せ
り

例
年
の
通
り
神
輿
を
初
め
餘
興
と
し
て
は
獅
子
舞
飾
馬
能
楽
操
人
形
等
の
興
業
あ
り
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て
人
出
最
も
多
か
り
し
が
…
（
以
下
略
）
」
。
こ
の
時
点
で
は
、
近
世
の
記
録
と
同

様
と
考
え
ら
れ
る
。

・
大
正
十
一
年
十
月
二
十
一
日
付
『
九
州
新
聞
』

　

宇
土
郡
西
岡
神
社
秋
季
大
祭
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
。
「
御
幸
式
」
の
様
子
は

「
先
拂
御
旗
御
輿
神
楽
各
神
官
供
奉
隋
兵
飾
馬
と
並
ん
で
御
輿
に
は
可
憐
に
も
美
し

き
馬
上
の
稚
児
武
者
二
十
餘
騎
に
護
ら
れ
給
ひ
…
」
と
詳
細
に
記
さ
れ
る
も
行
例
の

中
に
能
は
な
い
。
披
露
さ
れ
た
の
は
獅
子
舞
、
飾
馬
の
馬
こ
な
し
、
逆
追
ひ
、
流
鏑

馬
の
披
露
で
あ
る
。

・
昭
和
十
年
十
月
二
十
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』

　

日
曜
日
の
第
四
面
、
家
庭
欄
・
文
化
欄
の
「
能
楽
界
」
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
掲
載
。

「
西
岡
神
社
祭
能　

熊
本
県
宇
土
町
外
銀
座
の
西
岡
神
社
秋
季
祭
は
二
十
日
同
境
内

能
楽
殿
で
祭
能
を
行
わ
れ
る
由
。
番
組
は
田
村
（
櫻
間
賢
治
）
小
袖
曽
我
（
盬
津
清

人
、
狩
野
勇
雄
）
紅
葉
狩
（
友
枝
敏
樹
）
で
あ
る
。
同
社
の
祭
能
も
、
此
處
十
数
年

間
中
絶
さ
れ
て
居
た
が
同
社
は
明
年
年
季
祭
を
控
へ
有
志
の
熱
心
に
て
復
興
さ
れ
た

も
の
で
、
當
日
は
日
曜
で
も
あ
り
参
拝
旁
々
観
覧
者
も
多
い
だ
ろ
う
と
」
。
同
神
宮

に
能
楽
殿
は
な
い
の
で
、
本
殿
神
殿
で
の
奉
納
上
演
か
。
こ
の
後
も
奉
納
は
行
わ
れ

た
よ
う
だ
が
、
未
詳
。

・
昭
和
十
二
年
十
月
二
十
五
日
『
九
州
新
聞
』

　

「
宇
土
」
地
方
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
「
宇
土
町
西
岡
神
宮　

記
念
大
祭
と
例
祭
／

昼
夜
空
前
の
賑
ひ
を
呈
す
」
と
い
う
記
事
が
見
え
、
「
西
岡
神
宮
の
創
建
千
二
百
廿

五
年
大
祭
と
恒
例
祭
は
十
月
十
八
日
よ
り
二
十
日
ま
で
三
日
間
秋
晴
れ
の
好
天
気
に

恵
ま
れ
連
日
大
賑
合
を
呈
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
記
事
に
あ
っ

た
年
季
祭
の
こ
と
ら
し
く
、
初
日
が
大
祭
で
神
事
の
後
、
午
後
か
ら
は
太
神
楽
、
夜

は
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
二
日
目
に
は
触
れ
ず
、
三
日
目
は
恒
例
祭
で
、

御
幸
式
の
こ
と
は
出
る
が
、
奉
納
は
獅
子
舞
の
み
で
あ
る
。

（
注
５
）
西
山
禎
一
『
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
』
（
細
川
藩
政
研
究
会
、
二
〇
〇
七

年
）
に
拠
る
。

　

「
弘
化
二
年
三
月
に
下
益
城
と
宇
土
は
再
び
併
郡
と
な
っ
た
が
、
下
益
城
宇
土
郡

代
は
一
人
し
か
配
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
嘉
永
七
年
に
吉
田
平
之
助
が
御
備
場
詰
を
命

ぜ
ら
れ
る
と
、
飽
田
託
摩
の
上
妻
半
右
衛
門
は
宇
土
郡
代
助
勤
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
」
（
西
山
禎
一
「
熊
本
藩
郡
代
（
二
）
」
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告

第
三
十
三
号
、
一
九
九
八
年
）

（
注
６
）
源
重
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
養
子
と
な
っ
た
弟
の
八
助
（
小
膳
）

家
督
を
譲
っ
て
い
る
。
「
嘉
永
五
年　

本
座
太
夫
友
枝
源
重
の
養
子
八
助
、
稽
古
扶

持
と
し
て
三
人
扶
持
下
し
置
き
候
。
」
「
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
熊
本
町
本
座
太

夫
友
枝
小
膳
養
子
三
郎
、
稽
古
扶
持
と
し
て
三
人
扶
持
下
し
置
き
候
。
」
（
『
町

在
』
）
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